
◎
独
立
行
政
法
人
に
係
る
改
革
を
推
進
す
る

た
め
の
農
林
水
産
省
関
係
法
律
の
整
備
に

関
す
る
法
律（

平
成
二
七
年
九
月
一
八
日
法
律
第
七
〇
号
）

一
、
提
案
理
由（
平
成
二
七
年
八
月
二
六
日
・
衆
議
院
農
林
水
産
委

員
会

）

○
林
国
務
大
臣

独
立
行
政
法
人
に
係
る
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
農
林

水
産
省
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
そ
の
提
案

の
理
由
及
び
主
要
な
内
容
を
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

政
府
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
時
代
に
即
し
た
合
理
的
か
つ
効
率
的
な

行
政
の
実
現
を
図
る
観
点
か
ら
行
政
改
革
を
積
極
的
に
推
進
し
て
き
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の
行
政
改
革
の
一
環
と
し
て
、
平
成
二
十
五
年
十
二
月

に
閣
議
決
定
さ
れ
た
独
立
行
政
法
人
改
革
等
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
に

お
い
て
、
独
立
行
政
法
人
に
つ
い
て
国
の
政
策
実
施
機
関
と
し
て
の
機
能

強
化
等
を
図
る
た
め
、
独
立
行
政
法
人
に
係
る
制
度
及
び
組
織
の
見
直
し

を
行
う
こ
と
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
法
律
案
は
、
こ
の
政
府
の
方
針
に
基
づ
き
、
農
業
・
食
品
産
業
技

術
総
合
研
究
機
構
等
四
法
人
の
統
合
、
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
等
二
法

人
の
統
合
、
農
業
者
年
金
基
金
及
び
農
林
漁
業
信
用
基
金
の
内
部
ガ
バ
ナ

ン
ス
の
高
度
化
等
を
行
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

次
に
、
こ
の
法
律
案
の
主
要
な
内
容
に
つ
き
ま
し
て
御
説
明
申
し
上
げ

ま
す
。

第
一
に
、
国
立
研
究
開
発
法
人
農
業
・
食
品
産
業
技
術
総
合
研
究
機
構

法
の
一
部
改
正
で
あ
り
ま
す
。

農
業
・
食
品
産
業
技
術
総
合
研
究
機
構
、
農
業
生
物
資
源
研
究
所
、
農

業
環
境
技
術
研
究
所
及
び
種
苗
管
理
セ
ン
タ
ー
を
統
合
し
、
基
礎
か
ら
応

用
ま
で
一
貫
し
た
効
率
的
な
研
究
を
推
進
し
、
研
究
成
果
を
最
大
化
す
る

と
と
も
に
、
研
究
成
果
を
活
用
し
た
種
苗
管
理
業
務
の
高
度
化
、
効
率
化

を
図
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

第
二
に
、
国
立
研
究
開
発
法
人
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
法
の
一
部
改

正
で
あ
り
ま
す
。

水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
及
び
水
産
大
学
校
を
統
合
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が

持
つ
研
究
開
発
機
能
と
人
材
育
成
機
能
の
一
層
の
向
上
を
一
体
的
に
推
進

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

第
三
に
、
独
立
行
政
法
人
農
業
者
年
金
基
金
法
及
び
独
立
行
政
法
人
農

林
漁
業
信
用
基
金
法
の
一
部
改
正
で
あ
り
ま
す
。

農
業
者
年
金
基
金
及
び
農
林
漁
業
信
用
基
金
の
行
う
金
融
業
務
の
高
い

独
立
行
政
法
人
に
係
る
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
農
林
水
産
省
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律

二
七
二



公
共
性
に
鑑
み
、
そ
の
適
正
な
業
務
運
営
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
の
役
職
員
に
対
し
秘
密
保
持
義
務
を
課
す
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
農
林
漁
業
信
用
基
金
に
つ
い
て
は
、
出
資
者
及
び
学
識
経
験
者

の
う
ち
か
ら
主
務
大
臣
が
任
命
す
る
運
営
委
員
を
も
っ
て
組
織
さ
れ
る
運

営
委
員
会
を
設
置
し
、
業
務
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項
の
審
議
を
行
わ
せ

る
こ
と
と
す
る
ほ
か
、
近
年
、
金
融
業
務
に
係
る
高
度
化
、
複
雑
化
す
る

リ
ス
ク
を
適
切
に
管
理
す
る
た
め
の
態
勢
を
整
備
す
る
観
点
か
ら
、
金
融

庁
検
査
を
導
入
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

以
上
が
、
こ
の
法
律
案
の
提
案
の
理
由
及
び
主
要
な
内
容
で
あ
り
ま

す
。何

と
ぞ
、
慎
重
に
御
審
議
の
上
、
速
や
か
に
御
可
決
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

二
、
衆
議
院
農
林
水
産
委
員
長
報
告（
平
成
二
七
年
九
月
三
日
）

○
江
藤
拓
君

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、

農
林
水
産
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
及
び
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ

ま
す
。

本
案
は
、
農
林
水
産
省
所
管
の
独
立
行
政
法
人
に
係
る
改
革
を
推
進
す

る
た
め
、
農
業
・
食
品
産
業
技
術
総
合
研
究
機
構
等
四
法
人
の
統
合
、
水

産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
等
二
法
人
の
統
合
、
農
業
者
年
金
基
金
及
び
農
林

漁
業
信
用
基
金
に
つ
い
て
役
職
員
の
秘
密
保
持
義
務
に
係
る
規
定
の
整
備

等
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

本
案
は
、
去
る
八
月
二
十
五
日
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
翌
二
十
六
日

林
農
林
水
産
大
臣
か
ら
提
案
理
由
の
説
明
を
聴
取
し
、
昨
九
月
二
日
質
疑

を
行
い
ま
し
た
。質
疑
終
局
後
、採
決
の
結
果
、本
案
は
賛
成
多
数
を
も
っ

て
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
議
決
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
本
案
に
対
し
附
帯
決
議
が
付
さ
れ
ま
し
た
。

以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

○
附
帯
決
議（
平
成
二
七
年
九
月
二
日
）

農
林
水
産
省
所
管
の
各
独
立
行
政
法
人
は
国
の
施
策
を
実
施
す
る
た
め

の
機
関
と
し
て
こ
れ
ま
で
各
方
面
で
成
果
を
あ
げ
て
き
た
が
、
今
後
、
よ

り
一
層
、
法
人
の
有
す
る
政
策
実
施
機
能
が
十
全
に
発
揮
さ
れ
、
法
人
の

職
員
が
誇
り
を
持
っ
て
職
務
を
遂
行
し
、
経
済
成
長
や
国
民
生
活
の
向
上

に
最
大
限
貢
献
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

よ
っ
て
政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
左
記
事
項
の
実
現
に
万
全

を
期
す
べ
き
で
あ
る
。

記

一

農
林
水
産
関
係
の
独
立
行
政
法
人
の
改
革
に
当
た
っ
て
は
、
研
究
所

や
教
育
機
関
の
単
な
る
組
織
統
合
に
と
ど
ま
ら
ず
、
官
民
の
役
割
分

担
、
国
と
地
方
自
治
体
の
役
割
分
担
も
踏
ま
え
、
我
が
国
と
し
て
の
農

林
水
産
関
係
の
研
究
開
発
体
制
の
在
り
方
、
教
育
訓
練
の
在
り
方
に
つ

独
立
行
政
法
人
に
係
る
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
農
林
水
産
省
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律

二
七
三



い
て
再
検
討
し
、
体
系
的
な
政
策
を
打
ち
立
て
る
こ
と
。

二

独
立
行
政
法
人
の
組
織
の
見
直
し
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
法
人
職
員

の
雇
用
の
安
定
に
配
慮
す
る
こ
と
。
ま
た
、
独
立
行
政
法
人
の
職
員
の

給
与
等
は
、
自
主
性
及
び
自
律
性
の
発
揮
と
い
う
制
度
本
来
の
趣
旨
並

び
に
職
員
に
適
用
さ
れ
る
労
働
関
係
法
制
度
に
基
づ
き
、
法
人
の
労
使

交
渉
に
お
け
る
決
定
に
基
づ
き
対
応
す
る
こ
と
。

三

独
立
行
政
法
人
の
統
合
に
当
た
っ
て
は
、
独
立
行
政
法
人
通
則
法
に

お
い
て
「
国
民
生
活
及
び
社
会
経
済
の
安
定
等
の
公
共
上
の
見
地
か
ら

確
実
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
な
事
務
及
び
事
業
で
あ
っ
て
、
国
が

自
ら
主
体
と
な
っ
て
直
接
に
実
施
す
る
必
要
の
な
い
も
の
の
う
ち
、
民

間
の
主
体
に
委
ね
た
場
合
に
は
必
ず
し
も
実
施
さ
れ
な
い
お
そ
れ
が
あ

る
も
の
又
は
一
の
主
体
に
独
占
し
て
行
わ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
も

の
」
を
行
う
と
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
統
合
後
の
法
人
の

事
務
及
び
事
業
が
確
実
に
遂
行
さ
れ
る
よ
う
特
に
予
算
、
人
員
に
配
慮

す
る
こ
と
。
ま
た
、
統
合
す
る
各
法
人
の
事
務
及
び
事
業
の
成
果
及
び

国
内
外
に
お
け
る
知
名
度
が
維
持
さ
れ
る
よ
う
、
各
研
究
所
の
成
果
を

踏
ま
え
新
た
な
独
立
行
政
法
人
組
織
の
名
称
に
統
合
前
の
名
称
を
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
十
分
配
慮
す
る
こ
と
。

四

統
合
後
の
法
人
の
組
織
と
業
務
運
営
の
効
率
化
に
関
す
る
検
討
に
当

た
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
人
件
費
削
減
等
の
効
率
化
目
標
に
よ
り
、
施

設
の
維
持
及
び
人
材
確
保
が
困
難
と
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
農
林
水
産
研
究
基
本
計
画
及
び
中
長
期
目
標
の
達
成
が
図
ら

れ
る
よ
う
十
分
留
意
す
る
こ
と
。
特
に
、
独
立
行
政
法
人
統
合
に
伴
う

新
た
な
効
率
化
目
標
を
検
討
す
る
場
合
は
、
今
後
の
法
人
運
営
に
支
障

が
な
い
か
の
観
点
も
十
分
留
意
す
る
こ
と
。
ま
た
、
各
法
人
の
老
朽
化

の
著
し
い
施
設
に
つ
い
て
は
、
災
害
対
策
の
観
点
か
ら
対
策
を
講
じ
る

こ
と
。

五

研
究
予
算
の
年
度
を
越
え
た
繰
越
し
の
運
用
の
自
由
化
等
、
独
立
行

政
法
人
に
ふ
さ
わ
し
い
柔
軟
な
組
織
運
営
と
事
業
評
価
を
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
。

六

政
府
全
体
で
対
応
し
て
い
る
東
日
本
大
震
災
や
原
発
事
故
に
係
る
復

旧
及
び
復
興
対
策
並
び
に
放
射
性
物
質
の
除
染
対
策
等
に
関
す
る
調

査
、
研
究
、
技
術
支
援
等
に
対
応
す
る
独
立
行
政
法
人
の
対
策
予
算
に

つ
い
て
は
特
に
配
慮
し
、
早
期
の
復
旧
・
復
興
を
め
ざ
す
こ
と
。

七

農
業
・
食
品
産
業
技
術
総
合
研
究
機
構
の
各
研
究
機
関
等
が
つ
く
ば

市
に
集
積
し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
今
般
の
組
織
統
合
の
効
果
を
あ
げ

る
た
め
に
も
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
が
進
め
る
政
府
機
関

の
地
方
移
転
の
検
討
に
当
た
っ
て
は
慎
重
に
対
応
す
る
こ
と
。

右
決
議
す
る
。

三
、
参
議
院
農
林
水
産
委
員
長
報
告（
平
成
二
七
年
九
月
一
一
日
）

○
山
田
俊
男
君

冒
頭
、
今
回
の
豪
雨
被
害
に
遭
わ
れ
ま
し
た
皆
様
に
心

独
立
行
政
法
人
に
係
る
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
農
林
水
産
省
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律

二
七
四



か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
農
林

水
産
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

本
法
律
案
は
、
農
林
水
産
省
所
管
の
独
立
行
政
法
人
に
係
る
改
革
を
推

進
す
る
た
め
、
農
業
・
食
品
産
業
技
術
総
合
研
究
機
構
等
四
法
人
の
統

合
、
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
等
二
法
人
の
統
合
、
農
業
者
年
金
基
金
及

び
農
林
漁
業
信
用
基
金
の
内
部
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
高
度
化
等
を
行
お
う
と
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
法
人
統
合
の
必
要
性
と
組
合
せ
の
妥
当

性
、
統
合
後
の
法
人
に
お
け
る
人
員
及
び
予
算
の
在
り
方
、
法
人
の
研
究

と
生
産
現
場
の
連
携
の
必
要
性
等
に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
詳
細
は
会
議
録
に
よ
っ
て
御
承
知
願
い
ま
す
。

質
疑
を
終
局
し
、
討
論
に
入
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
共
産
党
を
代
表

し
て
紙
理
事
よ
り
反
対
の
旨
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

討
論
を
終
局
し
、
採
決
の
結
果
、
本
法
律
案
は
多
数
を
も
っ
て
原
案
ど

お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

な
お
、
本
法
律
案
に
対
し
て
附
帯
決
議
を
行
い
ま
し
た
。

以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

○
附
帯
決
議（
平
成
二
七
年
九
月
一
〇
日
）

農
林
水
産
省
所
管
の
各
独
立
行
政
法
人
は
国
の
施
策
を
実
施
す
る
た
め

の
機
関
と
し
て
こ
れ
ま
で
各
方
面
で
成
果
を
あ
げ
て
き
た
が
、
今
後
、
よ

り
一
層
、
法
人
の
有
す
る
政
策
実
施
機
能
が
十
全
に
発
揮
さ
れ
、
法
人
の

職
員
が
誇
り
を
持
っ
て
職
務
を
遂
行
し
、
経
済
成
長
や
国
民
生
活
の
向
上

に
最
大
限
貢
献
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

よ
っ
て
政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
の
実
現
に
万
全

を
期
す
べ
き
で
あ
る
。

一

農
林
水
産
関
係
の
独
立
行
政
法
人
の
改
革
に
当
た
っ
て
は
、
研
究
所

や
教
育
機
関
の
単
な
る
組
織
統
合
に
と
ど
ま
ら
ず
、
官
民
の
役
割
分

担
、
国
と
地
方
自
治
体
の
役
割
分
担
も
踏
ま
え
、
我
が
国
と
し
て
の
農

林
水
産
関
係
の
研
究
開
発
体
制
及
び
教
育
訓
練
の
在
り
方
に
つ
い
て
再

検
討
し
、
体
系
的
な
政
策
を
打
ち
立
て
る
こ
と
。
ま
た
、
今
回
の
改
革

が
組
織
改
編
の
集
大
成
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
国
民
生
活
の
向
上
の
た

め
の
研
究
や
業
務
が
遂
行
さ
れ
、
研
究
成
果
の
最
大
化
が
図
ら
れ
る
よ

う
、
安
心
し
て
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
環
境
を
つ
く
る
こ
と
。

二

独
立
行
政
法
人
の
組
織
の
見
直
し
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
法
人
職
員

の
雇
用
の
安
定
に
配
慮
す
る
こ
と
。
ま
た
、
独
立
行
政
法
人
の
職
員
の

給
与
等
は
、
自
主
性
及
び
自
律
性
の
発
揮
と
い
う
制
度
本
来
の
趣
旨
並

び
に
職
員
に
適
用
さ
れ
る
労
働
関
係
法
制
度
に
基
づ
き
、
法
人
の
労
使

交
渉
に
お
け
る
決
定
に
基
づ
き
対
応
す
る
こ
と
。

三

独
立
行
政
法
人
の
統
合
に
当
た
っ
て
は
、
研
究
員
や
そ
の
補
助
ス

タ
ッ
フ
の
削
減
を
行
わ
な
い
な
ど
、
統
合
後
の
法
人
の
事
務
及
び
事
業

独
立
行
政
法
人
に
係
る
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
農
林
水
産
省
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
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が
確
実
に
遂
行
さ
れ
る
よ
う
特
に
予
算
、
人
員
に
配
慮
す
る
こ
と
。
ま

た
、
統
合
す
る
各
法
人
の
事
務
及
び
事
業
の
成
果
並
び
に
国
内
外
に
お

け
る
知
名
度
が
維
持
さ
れ
る
よ
う
、
各
研
究
所
等
の
成
果
を
踏
ま
え
新

た
な
独
立
行
政
法
人
組
織
の
名
称
に
統
合
前
の
名
称
を
使
用
す
る
こ
と

に
つ
い
て
十
分
配
慮
す
る
こ
と
。

四

統
合
後
の
法
人
の
組
織
と
業
務
運
営
の
効
率
化
に
関
す
る
検
討
に
当

た
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
人
件
費
削
減
等
の
効
率
化
目
標
に
よ
り
、
施

設
の
維
持
及
び
人
材
確
保
が
困
難
と
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
農
林
水
産
研
究
基
本
計
画
及
び
中
長
期
目
標
の
達
成
が
図
ら

れ
る
よ
う
十
分
留
意
す
る
こ
と
。
特
に
、
独
立
行
政
法
人
統
合
に
伴
う

新
た
な
効
率
化
目
標
を
検
討
す
る
場
合
は
、
今
後
の
法
人
運
営
に
支
障

が
な
い
か
の
観
点
も
十
分
留
意
す
る
こ
と
。
ま
た
、
各
法
人
の
老
朽
化

の
著
し
い
施
設
、
研
究
機
材
に
つ
い
て
は
、
国
際
競
争
力
強
化
の
観
点

か
ら
も
早
急
に
対
策
を
講
じ
る
こ
と
。

五

研
究
予
算
の
年
度
を
越
え
た
繰
越
し
の
運
用
の
自
由
化
、
自
己
収
入

の
増
加
・
経
費
の
節
約
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
強
化
等
、
独
立
行
政
法

人
に
ふ
さ
わ
し
い
柔
軟
な
組
織
運
営
と
事
業
評
価
を
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
。

六

政
府
全
体
で
対
応
し
て
い
る
東
日
本
大
震
災
や
原
発
事
故
に
係
る
復

旧
及
び
復
興
対
策
並
び
に
放
射
性
物
質
の
除
染
対
策
等
に
関
す
る
調

査
、
研
究
、
技
術
支
援
等
に
対
応
す
る
独
立
行
政
法
人
の
対
策
予
算
に

つ
い
て
は
特
に
配
慮
し
、
早
期
の
復
旧
・
復
興
を
め
ざ
す
こ
と
。

七

農
業
・
食
品
産
業
技
術
総
合
研
究
機
構
の
各
研
究
機
関
等
が
つ
く
ば

市
に
集
積
し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
今
般
の
組
織
統
合
の
効
果
を
あ
げ

る
た
め
に
も
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
が
進
め
る
政
府
機
関

の
地
方
移
転
の
検
討
に
当
た
っ
て
は
慎
重
に
対
応
す
る
こ
と
。
ま
た
、

統
合
後
の
水
産
研
究
・
教
育
機
構
の
施
設
配
置
に
つ
い
て
も
、
そ
の
機

能
の
確
保
・
向
上
、
地
域
へ
の
波
及
効
果
等
を
総
合
的
に
検
討
し
、
慎

重
に
対
応
す
る
こ
と
。

右
決
議
す
る
。

独
立
行
政
法
人
に
係
る
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
農
林
水
産
省
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律

二
七
六


